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新
し
い
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

テ
オ
ド
ー
ル
・
ボ
ー
グ
ラ
ー

《
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
テ
ィ
ー
ポ
ッ
ト
》

本
作
は
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
陶
器
工
房
で
中

心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
テ
オ
ド
ー
ル
・

ボ
ー
グ
ラ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
テ
ィ
ー
ポ
ッ
ト
で

す
。「
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン（
組
合
せ
式
）」と
は
、注
ぎ

口
、
蓋
、
高
台
の
つ
い
た
本
体
、
把
手
を
つ
け
る
穴

な
ど
の
各
パ
ー
ツ
を
、
型
を
用
い
て
個
別
に
成
形

し
、
組
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
多
様
な
形
態
の
テ
ィ
ー

ポ
ッ
ト
が
で
き
上
が
る
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

　

こ
の
テ
ィ
ー
ポ
ッ
ト
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
、
ボ
ー
グ

ラ
ー
は
、一
九
二
三
年
の「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
展
」の
図
録

に「
工
場
で
の
大
量
生
産
の
た
め
の
組
合
せ
可
能

な
テ
ィ
ー
ポ
ッ
ト
の
石
膏
型
」と
し
て
掲
載
し
て
い

ま
す
。
ち
な
み
に
石
膏
型
は
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
石
彫

工
房
と
の
共
同
作
業
で
作
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。

　
「
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
テ
ィ
ー
ポ
ッ
ト
」
の
ア

イ
デ
ィ
ア
に
先
立
ち
、
ボ
ー
グ
ラ
ー
は
、「
バ
ウ
ハ

ウ
ス
展
」で
発
表
さ
れ
た
実
験
住
宅
の
た
め
に
、

キ
ッ
チ
ン
で
使
わ
れ
る
保
存
容
器
を
デ
ザ
イ
ン

し
ま
し
た
。
こ
の
容
器
は
、
ど
の
家
庭
で
も
使
わ

れ
る
基
本
的
な
調
味
料
や
食
品

│
酢
、
油
、

ス
パ
イ
ス
や
小
麦
粉
等

│
を
保
存
す
る
た
め

の
標
準
設
備
と
し
て
、
産
業
陶
器
の
製
造
技
術

を
念
頭
に
お
い
て
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
形
態
は
、

半
球
、
円
柱
、
円
錐
と
い
っ
た
幾
何
学
的
な
基

本
要
素
に
還
元
さ
れ
、
器
の
外
側
に
、
中
身
を

示
す
文
字
が
つ
け
ら
れ
た
だ
け
の
簡
素
な
つ
く

り
で
、
ベ
ル
リ
ン
郊
外
の
フ
ェ
ル
テ
ン
＝
フ
ォ
ル
ダ

ム
陶
器
工
場
で
、
原
型
が
作
ら
れ
量
産
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
本
作
品
で
も
同
様
に
、
従

来
の
テ
ィ
ー
ポ
ッ
ト
の
形
態
を
個
々
の
要
素
に

分
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
幾
何
学
的
な
基
本
形
態

に
還
元
す
る
こ
と
で
、
ボ
ー
グ
ラ
ー
は
量
産
化
可

能
な
デ
ザ
イ
ン
を
目
指
し
た
の
で
す
。

　

基
本
的
な
パ
ー
ツ
を
組
合
わ
せ
て
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
得
る
こ
の
方
法
は
、
当
時「
芸
術
と
技

術

│
新
し
い
統
一
」
に
向
け
て
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス

の
校
長
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
グ
ロ
ピ
ウ
ス
が
建
築
の
分
野

で
提
唱
し
た
モ
ジ
ュ
ー
ル
・
シ
ス
テ
ム
を
、
陶
の
分

野
で
実
践
し
、工
業
化
へ
の
道
筋
を
い
ち
早
く
示

し
た
も
の
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
九
二
三
年
末
に
工
房
に
新
設
備
が
導
入
さ

れ
、
型
に
よ
る
製
陶
が
可
能
と
な
る
と
、「
コ
ン

ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
テ
ィ
ー
ポ
ッ
ト
」の
生
産
が
は
じ

ま
り
ま
す
。
最
終
的
に
は
産
業
へ
と
引
き
継
ぐ

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
各
パ
ー
ツ
の

組
合
せ
は
手
作
業
に
頼
る
し
か
な
く
、
生
産
工

程
の
複
雑
さ
や
、
陶
土
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
難

し
さ
な
ど
が
ネ
ッ
ク
に
な
り
、
と
う
と
う
量
産
に

は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
九
二
四
年
末
に
は
、

ボ
ー
グ
ラ
ー
が
工
房
を
去
り
、
ま
た
翌
年
に
は
、

バ
ウ
ハ
ウ
ス
が
デ
ッ
サ
ウ
に
移
転
し
ま
す
。
設
備

や
人
員
の
面
か
ら
、
陶
器
工
房
は
デ
ッ
サ
ウ
で
は

開
設
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

工
房
で
の
生
産
期
間
も
一
年
程
度
で
し
た
が
、

《
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
テ
ィ
ー
ポ
ッ
ト
》
に
見
ら

れ
る
単
純
明
快
な
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
造
形
言
語
、
各

パ
ー
ツ
の
組
立
て
に
よ
る
空
間
構
成
法
は
、
産

業
か
個
人
制
作
か
を
問
わ
ず
、
現
代
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
続
け
て
い
ま
す
。

 

（
工
芸
課
主
任
研
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村
仁
美
）

テオドール・ボーグラー（1897-1968）
《コンビネーション・ティーポット》

1923年
陶器、籐
高さ12.0（把手部分は除く）, 幅21.0, 奥行15.5 cm
バウハウス陶器工房
平成27年度購入
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